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	第15回スカンジノバ ユーザーズ ミーティングのご報告
	2025年5月30日
	第15回目のスカンジノバ・ユーザーミーティングは、2025年5月28日(水)から30日(金)の3日間の日程で、「神戸・コンベンションセンター」で開催いたしました。日本での開催は2回目となり、前回の東京(2019年)に引き続き、国内外約60名の皆様に起こし頂き、スカンジノバの最新情報のご提供や技術ディスカッション、そして各ユーザー様からのプレゼン及びご意見・ご提案も頂き、スカンジノバにとりましても大変有用なものとなりました。頂きましたご意見やご提案は、今後の製品にアップデートしていく予定です。
	また、今回より昨年2024年11月に設立しました「Nodicaグループ」としまして、スカンジトロニクス・マグネット社(スウェーデン)、ＩＥＣＯ社(フィンランド)、マイクロウエーブアンプ社(ＵＫ)からも製品のアップデートや最新の情報交換を実施させて頂き、日本・アジア市場への拡販を図って参ります。
	サイトツアーにてご協力頂きました、Spring-8/SACLAの関係の皆様方には、深く感謝を申し上げます。SACLAのライナック、実験ホール、BL-1、Spring-8のビームライン見学は、見学の皆様方にとりましても大変有意義なものとなりました。
	［プログラム概要］
	5/28(水)：スカンジノバアップデート、ユーザープレゼンテーション１、グループ会社アップデート1
	5/29(木)：スカンジノバ・テクニカルセッション、午後よりサイトツアー(Spring-8/SACLA)
	5/30(金)：グループ会社アップデート2、ユーザープレゼンテーション2
	(神戸コンベンションセンター外観)
	(SACLA見学の様子)
	User Meeting 2026
	来年2026年は、スカンジノバ・システムズ創立25周年の年となり、ウプサラ(スウェーデン)に戻り開催いたします。会期は、IPAC2026(@フランス)の前週の5月13日(水)より15日(金)の3日間です。
	来年のご参加をお待ちしております。

